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パッケージファイルの展開と実行



Studio でプロセスパッケージを作成
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プロセス
プロジェクト

ローカルに展開された
アクティビティ

依存

(参照しながら実行)

パブリッシュ

(Studio)

プロセスパッケージ (.nupkg ファイル) を生成
(アクティビティの内容は含まない)

プロセスプロジェクトをパブリッシュする事で、プロセスパッケージ (.nupkg
ファイル) が生成されます。この .nupkg ファイルには、アクティビティは含
まれません。



Robot でプロセスパッケージを実行
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ローカルに展開した
プロセス

アクティビティパッケージ (.nupkg) の
パッケージソース

パブリッシュして作成した
プロセスパッケージ(.nupkg) の

パッケージソース

ローカルに展開した
アクティビティ

取得・展開 取得・展開
(Robot)

(Orchestrator)

依存

(参照しながら実行)

Robot でプロセスを実行するには、作成した際に使用したバージョンのアク
ティビティが、Robot 端末に展開されている必要があります。



パッケージの展開と実行
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Studio

パッケージの解決の関係図

展開

アクティビティ
パッケージの
ローカルソース

Robot

依存

Orchestrator

作成 実行

アクティビティ
パッケージの
ローカルソース

展開

展開

展開
(デプロイ)

パブリッシュ

展開

プロセス
プロジェクト
フォルダ

展開した
アクティビティ

展開した
プロセス

展開した
アクティビティ

プロセス
パッケージの
リモートソース

アクティビティ
パッケージの
リモートソース

Orchestrator にパブリッシュした際の関係図です。

依存



Dependency per Project



バージョンアップ前 バージョンアップ後

Dependency per Project について (1/2)
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この機能の導入以前 (v2018.2 以前):

• この問題が発生する可能性があるため、弊社製品のバージョンアップ
には、特に丁寧な計画・テストが必要

• 製品本体のみバージョンアップし、アクティビティはバージョンアッ
プしないことでこの問題を回避する選択肢もあるが、その場合には新
規 WF 開発時にも最新バージョンのアクティビティは使用できない

v2018.2以前の製品バージョンアップ前後で、プロセス実行時に参照するアク
ティビティパッケージが、バージョン差異に起因した挙動の差異により問題が
生じることがありました。

旧バージョンの
アクティビティ

既存プロセス

参
照

新バージョンの
アクティビティ

(挙動が変わる可能性有り)

既存プロセス

参
照

問題
発生

最新のアクティビ
ティパッケージに
置換

問題: プロセス実行時に参照するパッケー
ジが異なるため、以前と同じ動作が
できなくなる場合がある



バージョンアップ前 バージョンアップ後

• 既存プロセスは、製品バージョンアップ後も同じバージョンの
アクティビティを使用するため、安定した稼働が可能

• 一方で、新規プロセス開発では新バージョンのアクティビティを利用可能

Dependency per Project について (2/2)
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この機能の導入以降 (v2018.3 以降):

この問題は、v2018.3で導入された新機能により解決します。この機能は日本
のお客様からのフィードバックにより実現しました。

旧バージョンの
アクティビティ

既存プロセス

参
照 旧バージョンの

アクティビティ
既存プロセス

参
照

新バージョンの
アクティビティ

(挙動が変わる可能性有り)

新規プロセスは、
最新バージョンで
開発可能

既存プロセスは、
同じバージョンを
継続使用



アクティビティパッケージのバージョン解決ルール
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v2018.2 以前には、Applicable Version ルールしかありませんでした。
これは後方互換性の維持に問題があるため、v2018.3 で廃止されました。

# ランタイムルール 製品バージョン 動作 特徴

1
Applicable Version
(同じか、より新し
いバージョン)

v2018.2 以前

プロセスで指定したバージョンと
同じか、より新しいバージョンであれ
ば、任意のバージョンのアクティビ
ティを呼び出して動作

UiPath 製品バージョンアップ後に、
既存のプロセスが壊れるリスクあり
v2018.3以降では廃止

2
Strict
(厳密に同じバージ
ョン)

v2018.3 以降
プロセスで指定したバージョンの
アクティビティパッケージのみを使っ
て動作

UiPath 製品バージョンアップ後にも、
既存のプロセスが安定して動作できる
安全なルール

3

Lowest Applicable 
Version
(LAV:適用可能な中
で最も低いバージョ
ン)

v2018.3 以降
#1 と同じだが、可能な限り低いバー
ジョンのアクティビティを探して動作

後方互換性維持のため、18.2 以前の
Studio でパブリッシュしたプロセス
を18.3以降のRobotで実行するときに
適用されるルール



v2018.2 以前でのアクティビティバージョンの指定
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アクティビティパッケージは、Studio にインストールされます。この環境で作
成したプロセスは、ここで指定されたバージョンのパッケージに対して
Applicable Version で動作します。



v2018.3 以降でのアクティビティバージョンの指定
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アクティビティは、プロセスプロジェクトにインストールされます。
パッケージごとに、どのランタイムルールを適用するかを設定できます。



WFを実行時に適用されるランタイムルールまとめ
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既存のプロセスを v2018.3 以降で実行する際には、既定で LAV ルールが適用
されます。

WF を実行する Robot
のバージョン

WF をパブリッシュ
した Studio のバージョン

v2018.2 以前 v2018.3 以降

18.2 以前 Applicable Version (equals or higher) Lowest Applicable Version (LAV)

18.3 以降 本組み合わせは、サポートされません Strict

• v2018.2 以前の Studio で作成した WF プロジェクトを Studio v2018.3 以降の Studio で
開くと、プロジェクトは自動でマイグレーションされ、Strict ルールが適用される

• v2018.3 以降の Studio で作成した WF プロジェクトは、既定で Strict が適用されるが、
この設定を手動で LAV への変更も可能 (既定の Strict のままで運用されることを推奨)



Core アクティビティのデカップリングについて



結合

Core アクティビティのデカップリングについて (1/2)
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Studio/Robot 製品本体
Core

アクティビティパッケージ

Excel
アクティビティパッケージ

Mail
アクティビティパッケージ

一方で、Core 以外のアクティビティに
ついては、任意のバージョンを Studio
にインストールして使用可能

v2018.2 以前では、Core アクティビティは製品本体と密に結合(カップリン
グ)しているため、Core アクティビティについては、Studio/Robot に同梱さ
れたバージョンのものしか利用できません。
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任意のアクティビティの任意のバージョンを
プロジェクトにインストールして使用可能

v2018.3 以降は、Core アクティビティは System と UIAutomation に分割
され、製品本体と分離(デカップリング)されました。そのため、プロジェクト
毎に任意のバージョンのパッケージを指定可能になりました。

Studio/Robot 製品本体
System

アクティビティパッケージ

UIAutomation
アクティビティパッケージ

Excel
アクティビティパッケージ

Core アクティビティのデカップリングについて (2/2)



Core アクティビティのバージョン履歴
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(空)

分割

Core アクティビティは、v2018.3 で System と UIAutomation に分割され
ましたが、既存WFが参照できるよう空の Core ファイルが残されています。こ
の空のファイルは、System と UIAutomation を参照します。

依存

Core パッケージ

UIAutomation パッケージ

System パッケージ

v2017.1 v2018.2 v2018.3以降



Core アクティビティのバージョン履歴
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v2018.2以前に作成したプロセス

v2018.3以降に新規作成したプロセスと、
v2018.2以前に作成して

マイグレーション済みとしたプロセス

LAVで依存

Strict に依存
(実行時に参照するバージョンが決まっている)

既存プロセス は、実行時に引き続き Core アクティビティを参照します。新規
プロセスとマイグレーション済みプロセスは、分割後のパッケージを直接参照
するようになります。

Core パッケージ

依存

v2017.1 v2018.2 v2018.3以降

(空)

分割
UIAutomation パッケージ

System パッケージ

(実行時にどのバージョン
を参照するか不明)
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アクティビティの管理とフィード設計指針



Studio のパッケージソースを設計する

複数のパッケージソースを登録して利用可能です。

• 既定のパッケージソースを有効・無
効の変更、ユーザー定義のパッケー
ジソースの追加・削除が可能。変更
び内容は NuGet.Config ファイル
に反映される。

• NuGet.Config ファイルを直接変更
する事で、既定のパッケージソース
の項目を変更できる。
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* : 外部インターネット接続がない環境では、リモートソースが構成されていると Studio の開始やプロセスの起動が遅くなる場合があ
るため、Studio/Robot のインストール/バージョンアップ時にリモートソース設定を無効にすることを推奨。

現状では、任意のアクティビティ (インターネット上にある第三者が作成したものを含む) の配置・使用を禁止する手段はないこと
に注意が必要。

既定のパス設定
は %ProgramFiles% 配
下の NuGet.Config ファ
イルに反映

ユーザー定義のパス設定と
上下段のチェック状態
は %AppData% (ユー
ザープロファイル) 配下の
NuGet.Config に反映



アクティビティのパッケージソースについて

アクティビティパッケージファイルは、パッケージソースに配置されます。
ローカルソースとリモートソースのパッケージファイルを配信する機能は同一
ですが、ローカルソースの方がレスポンスが高速です。

*1 : Universal Naming Conventionは、Windowsネットワーク上で共有されている様々な資源の位置を表記する標準的な記法です。
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# パッケージソースの種別 分類 概要 例

1 ローカルパス ローカルソース ローカルPCのパス。ネットワークフォルダを
ローカルにマウントしたパスも使える

C:¥Program 
Files¥UiPath¥Studio¥Packages

2 UNC*1パス リモートソース ファイルサーバー上に共有したフォルダをソース
として利用できる

¥¥FileServer¥YourPackages

3 NuGet サーバーのURL リモートソース NuGet サーバーがホストするソース https://api.nuget.org/v3/index.json

4 Orchestrator が内包す
る NuGet サーバ

リモートソース Orchestrator は NuGet サーバーを内包してお
り、Orchestrator に接続した Studio/Robot で
は何らを設定することなく利用可能な状態となる

%installdir%¥UiPath¥uipath.setting
sに自動で追加されるため、手動での設
定は不要



guy@uipath.com
Thank you!


